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池
平
弾
薬
庫
の
跡
地
に
、
米
軍
住
宅
カ
建
設
さ
れ
る
と
と
に
反
対
し
て
い
る
神
奈
川
県

逗
子
市
の
市
民
が
、
米
軍
隼
妻
入
れ
側
に
ぎ
わ
っ
た
市
長
に
反
対
し
て
行
な
っ
て
い
た

リ
コ
ー
ル
署
名
問
実
巳
夫
主
省
士
一
人
の
署
名
歩
集
め
た
(
護
者
の
巴
二
%
。

岡
市
の
人
口
、
五
一
穴
平
人
)
。
乙
mど
の
と
、
古
書
に
よ
る
箸
名
の
審
査
、
雲
後
一

週
間
の
署
名
薄
獲
量
一
続
費
量
三
易
署
名
露
整
目
示
。
解
職
務
求
、
リ
コ
ー

ル
投
票
。
リ
コ
ー
ル
が
成
立
す
れ
ば
市
長
選
と
い
う
乙
と
に
な
る
予
定
だ
っ
志
、
当
初
、

「
署
名
レ
な
い
六
割
の
市
民
は
、
私
を
支
持
し
て
下
さ
っ
て
い
る
と
思
っ

rい
る
」
井
静

職
聖
罪
ほ
ね
つ
り
て
い
た
三
島
虎
好
市
塁
巾
長
を
辞
職
、
改
め
て
市
長
選
に
立
候
補

す
る
態
度
を
表
明
し
た
の
で
、
十
一
月
十
一
日
に
市
長
選
が
行
わ
れ
る
己
と
に
な
っ
た
。

リ
コ
ー
ル
投
票
を
し
た
市
民
た
ち
は
九
月
二
十
九
日
に
逗
子
市
立
図
書
館
の
ホ

l
Jで
行

わ
れ
た
「
署
名
活
動
翠
墨
」
で
、
新
市
長
の
条
件
と
し
広
道
住
宅
建
警
察
の

市
長
辞
任
に
追
い
込
む

慣
れ
ぬ
手
で
リ
コ
ー
ル
署
名
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入
量
毎
能
力
の
あ
る
人
③
政
需
属
さ
な
い
入
、
と
い
う
己
主
語
さ
い
、
護
一
戦

の
た
め
「
線
と
ネ
供
を
守
盃
巾
民
宏
君
」
(
会
長
・
田
口
一
広
一
種
阿
国
大
名
華
麗
)
を

結
成
し
た
。

逗
子
の
池
子
米
軍
住
宅
建
設
反
語
葺
は
、
逗
子
市
が
文
化
人
ち
の
た
く
さ
ん
学
ん
で

い
る
高
摩
重
で
あ
り
、
町
の
套
素
人
口
に
比
べ
て
知
名
察
非
常
に
高
い
こ
と
。

今
ま
で
と
れ
と
い
っ
h

鐘
ぎ
も
な
く
穏
や
か
な
町
だ
っ
た
乙
と
か
ろ
、
新
聞
等
で
も
、
長

田一版一政い
H

で
注
目
を
集
め
て
き
た
。
だ
が
、
こ
の
μ
池
平
歩
守
る
闘
い
μ

の
推
準
力
と

な
っ
た
の
は
主
婦
た
ち
。
平
均
三
十
四
歳
、
子
育
て
真
愚
中
、
市
民
運
動
要
あ
経
験
も

な
い
、
署
名
も
ビ
ラ
ま
き
も
事
件
れ
で
は
じ
め
て
と
い
う
お
母
さ
ん
た
ち
だ
っ
た
。
ど

戸
レ
て
こ
の
人
た
ち
が
す
亥
ゼ
ホ
ベ
運
動
が
乙
乙
ま
で
広
が
り
、
多
く
の
人
の
共
感
薪
集

め
た
の
か
。
改
め
て
そ
の
軌
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
。

水洗をつくりだすノfノレセーターの動き

をマイコンて制御。今まで一定だった

左布の反転時聞をアンバランスl二して、

周期的に変化させました。新L~、回転

から生まれる独自のノ~ì斑i卓、 i先た〈物

を上下に効率よ〈入れ替えます。だか

らi先i争JJI:，グーン1:.7'7フ二もちろん、
手もみのやさしさは今まで‘Eおりです。

ひんぱん

布の入れ替わりが頻繁で洗浄力アップ

。SANVO
マイコンでこそできた「インバーター水流」

署名活叡報告会であいさつ

する田口横浜国大名沓教授

左 (円内は 「守る会J代
表・杉浦直子さル)
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福
井
県
武
生
市
で
八
弓
九
J
V
J

ち
っ
hι
。
(キ
ャ
ン
プ
の
給
は
車
山

二
日

自

の

夜

、

輔

、

え

さ

か

亭

キ

ャ

ム

ワ

1

ク

で

王

ほ

重

旨

黙

に

日
一
グ
ル
マ
ザ
ー
の
会
炉
が
聞
か
れ
ル
。
ひ
字
さ
九
〕

ン

プ

フ

ァ
イ

ア

#

重

差

に

囲

み

、

開

理

な

く

進

ん

で

い

っ
た
の
は
、

oz
z児
雇
主
主
改
恩
詩
運
古
代
の
割
安
是
宮
に
、
準
ん
ス
テ
ー
ジ
官
の
I
Z
D
警
が
と
て
も
気
持
ち
良
て
、
す
ベ
五
時

1
一
酌
で
智
也
っ
長
嬉
・
宋
惜
の
シ
だ
地
形
の
一番
予
に
し
つ
ら
え
ら
れ
ひ
び
く
。
ー
ー
わ
た
し

GJイ
コ

口

県

ま

に

申

変

系

℃

行

く

気

が

ヨ
一
ン
グ
ル

7
7た
芸
、
子
づ
れ
、
た
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
取
り
園
高
々
わ
た
し
が
撮
る
ヨ

L
お

な

目

が

出

し

て

、

主

し

か

っ

弓

け
一
泊
り
こ
妥
で
揮
し
く
話

k
nい
た
い
に
な
っ
た
喜
席
に
、
生
い
夢
謡
て
も
泣
い
た

puな
い

ヨ

l

f

|

山

盆

賓

を

吸

い

、

海

に

出

五

E
一

と
聖
語
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
申
を
そ
の
ま
ま
自
然
の
シ
1
ト
に

ー
さ

ん

は

、

主

主

人

の

主

題

ぎ

、

裂

け

た

岩

の

中

の

一

観

雇

に

曹

長

主

量

)

童

糊

ほ

か

小

一

晶

革

主

J
』
を
聞
い
て
い
る
。

汁

一ひ

ょ

主

ん

か

事

と

事

U

た

も

そ

何

百

点

、

言

E

あ

つ

れ

、

ギ

タ

l

毒

え

て

震

か

急

り

、

費

量

聖

母

主

皇

居

。
[
二
目
]
小
平
車
内
め
一

平

五
晶
H
「
外
更
を
員

勾

一の
。
語
大
人
士
1
人

、

平

供

十

宣

く

せ

れ

ば

と

い

う

夢

同

と

に

も

か

っ

宝

表

、

撃

の

取

画

が

盛

り

よ

わ

っ

た

手

供

遣

の

エ

永

ル

ギ

I

、

大

ぐ

り

(船
)
l
羽
墾
7
前
週
?
一
た
日
本
人
の
食
生
活
」
料
理
研
究

9
一人
、
笹
沼
昏
話
も
費
レ
て
措
く
に
均

三
丈

の

主

主

供

固

め

が

孟

に

、

マ

イ

ク

安

お

師

五

荊

声

、

そ

し

て

金

徳

白

、

改

め

ず

白

方

墾

可

(国
憲
ぐ
り
〕
l
-
手
前
一
家
・
レヌ
・ア
ロ
ラ
氏
。

日

τぃ
?

ょ

っ
き

」

寝

台

E

っ
て

!

?

は

君

事

者

E

「

普

・
若
狭
人
の
些

一
(
め

す

工

事
)
;

一

Z

ハ
品
川

「賃

金

量

制
一
を
、
豊
富
需
で
き
一入
手
供
ら
富
山
下
芸
名
車
、
極
圏

。

や

が

て

大

限

か

ら

来

た

「

伺

が

向

遊

び

疲

れ

ζ

尤

護

主

き

か

っ

一

語

[
一言
自
]
喜
平
文
芸
『
一
宮
駐
車
め
国
煎
」
摩
市
墓

匹
一

芸

奇

襲

じ

て

い

る

ベ

ロ

費

題

穿

当

事

長

室

で

も

原

発

に

反

対

す

る

女

グ

ル

l

た

害

、

改

号

車

に

ま

つ

柵人
民主
主
ヲ
吾
重

一実
ム
薗
1
露
口
l
量

E

一

品

量

検

雪

割

草

草

出

目
一
君
喜
恵
Z
E
ル
ポ
し
で
も
客
観
力
も
あ
っ
弓
プ
」
長

E

Z

居

「

雲

の

へ

び

わ

量

制

な

雲

緩

め

E

、

一

晴

人

事

+

ク

ラ

ブ

再

霊

童

で

ほ

立

京

都

(

章

。

一
入
一
明
謀
長
E

高
重
馬

量

の

へ

び

」

で

は

、

人

雲

蜘

か

日

目

は

自

己

紹

介

。

「

羽

ぶ

ょ

ん

な

は

、

と

の

耳

、

「

越

前

・若
狭
へ

一
マ
霊
園
H
七
万
四
千
円
(
現
地
一

マ
二十
三
日
凶
ム
パ
ス
暴
会
」

l
B
I
l
l
-
-U

し

た

り

、

小

さ

い

プ

Z

L

£

持

ん

か

を

買

う

母

子

草

壁

、

手

当

の

旅

」

寄

っ

。

一

参
加
五
万
杢
向
)
。

一

軍
事
天
船
工
場
(
墾
康
曾
旬
、

最

下

〆

払

った

2皇
室

号

。

を

;

在

い

い

」
失

事

E
S喜
f
j込先
H
E
束
中
野

-T
一
ク
ノ
ん
語
。

シ

ィ

バ

¥

皆
本
実
。

関

わ

る

か

ぶ

っ

た

切

事

話

屈

を

歴

史

、

雪

い

由

黙

の

申

ド

ポ

「

存

証

雲

内

、

盤

削

・裏
露
現
行
丁
(
事
士
宮
掴
)
三
階
大
会
翠
ー

ユ
¥
h
a
B

そ

れ

か

宍

墓

お

改

事

辞

さ

掘

り

下

守

宮

す

る

が

、

「

女

性

晶

の

菖

世

古

一

一

お

び

、

押

痩

緑

わ

一霊
会
(
宮
Q
d
q
tf
i
一

マ
菌

u午
後
一時
芸
人
月
i
z一

、
く

5
虫

一一

ない
連
経

葎

成

の

寸

勢

五

井

霊

議

」

高

原

集

長

く

し

主

一泊
三
日
露
で
、
駄
の
味
覚
も
i
)
。

一時
三
十分

望

書

山

明

言

て

ぶ

っ

つ

け

毒

た

E

T
Z

量

で

一

E

震

で

事

雪

に

な

っ

て

い

る

。
一
「
輸
入
食
品
は
安
全
か
」
一

平

語

、

明

日

富

デ

歯

切

れ

の

惑

い

摩

奮

の

置

L

、

主

い

は

君

、

自

の

宅

思

り

マ

日

時

H

十

月

一

干

三
品
よ
一

一

一
区
迫
警
セ
ン
タ
ー

(宮
Q
0
・
3

2

署

員

富

貴

つ

い

に

悲

信

基

2
2が
君

主

品

一雪

一弓

一
中
野
で
消
費
者
遺

一

1
・
!

?

)

1
4
警

伊

ま

で

議

室

T
Z

T
充

義

毒

事

マ

コ

l

ス

川

[

一

富

]

羽

喜

一

申
告
書
セ
ン
タ
ー
耳
、
一

労
働
講
座

「パ
l
卜
む

-

つ

け

ぺ

素

晴

の

察

、

は

で

さ

で

自

れ

ぞ

れ

包

反

応

怒

さ

ν訟
を

(

午

前

七

時

四

+

分

出

号

、

水

一

語

講

座

『く
p
k姿
余
γ
リ一

間

在

実

廷

吉

で

ユ

主

主

と

暴

行

裏

一

言

、

興

襲

か

っ

語

、

松

軍

事

助

金

Z立
了
ズ
H
H
私
た
草
食
卓
l
輸
入
生

け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ヲ」

す

議

望

。

哲

去

忌

T
苧
ん
皇
居
騒
が
し
密
室
、

暗
々
な
覇
軍
い
ギ
タ
ム
ひ
っ

S
Zけっ
た
甲
↑

I
l
l
i
-
-
lo
l
l
i

-

-

l

i
l

-

-

張
藩
努
醤
翠
宅

ベ

孟

め

さ

天

重

量

否

り

を

覚

え

た

女

も

多

か

っ

た
よ
う
亭
集
中
し
て
戸
」
者
で
い
童
謡
票
あ
つ
ら
」
屯
柔
福
に
均
一

1

:

i

f

L

L

・

h
・

-
S
3
2・
一
東
車
新
麗
厳
重
附
在
、

山

塑

富

山

軍

団

雪

量

白

弓

著

書

富

閉

山

と

叉

っ

て

'

付

完

し

か

っ

ぺ

高

ぶ

っ

た

と

い

て

契

値

と

守

電

器

」

算

E
Z
一
「回
和
五
十
九
年
度
・
封

書
庫

副

山
の
周
」
主
唱
し
た
。
私
遣
が
こ
の
何
き
内
料
理
返
へ
る
の
か
、
ど
一
一
目
。
ス
テ
ー
ジ
の
章
、
主
く
の
か
。
開
忽
圏
奪
回
め
て
う
聞
が
届
い
弓

一

一
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー・

ガ
イ
ド
プ
ッ

#

地
と
喜
が
つ
き
嬰
(
喜
)
乙
で
長
る
の
か
、
が
必
要
E
S
に
関
わ
っ
玉
」
た
メ
ン
主
Z
例
を
園
芸
い
な
哲
三
な
に
わ
季
、
曜
の
事
一

却

日
φ

女

た

ち

の

会

φ

が

開

く

一ク
」
奪
角
二
士
言

g
z

z

に
な
つ
を
の
啓
議
い
奈
ち
、
理
問
、
握
河
パ
ー
が
そ
f
告
し
込
電
車
人
問
自
屈
と
き
う
べ
き
、
話
に
裂
が
車
、
未
理
母
で
あ
議
美

一

一

三
国
L
E
っ
て
開
会

出

改
め
て
狩
占
る
お
が
あ
っ
h

匂
幸
い
話
会
習
い
の
工
蔀
パ
ン
の
母
と
賎
坦白
母
主
霊
に
つ
い
移
り
、
「
号
」
守
口
が
路
量
ち
守
口
事
¥
離
れ
て
力
強
ア
量
一
国
際
開
入
雰
き
っ
か
営
じ
て
一
の
男
童
館
園
田
区
つ
い
f
i
E
主

一
理

働
Y
¥女
標
高
力
唱
え
、

司

改
悪
反
謡
豊
田
に
友
会
委
皇
て
吉
ー
に
し
た
。
そ
し
て
な
ベ
童
て
そ
れ
ぞ
れ
の
通
世
帯
当
っ
主
」
盛
っ
た
事
守
護
づ
き
長
き
を
そ
摩
奮
接
世
れ
石
聖
母
守
女
芸
雲
(
咽

o一
う
。
話
時
総
属
学
長
襲
干
J

一中
で
実

L
車

電

覇

者

U

M

は
雲
監
事
れ
し
い
。
己
一
宮
罷
雰
借
り
、
マ
キ
を
男
浪
を
つ

(2 ) 〈水曜日 〉安帯 f、識斤I'ln

/， 
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舟鍋吋 蜘叫叫岬 ， 喜
頃
「
詰
己
護
わ
な
い
の
に
、
肺
が
ん
に
な
っ
た
の
は
、

盤
零
間
接
喫
揮
さ
せ
む
読
を
と
に
よ
る
も
の
」
と
い
‘
♀
聖

に
対
し
、
ス
ウ
ェ
上
ア
ン
の
間
判
所
健
封
働
災
害
少
担
京
支
弱
棋

を
T
r
し
た
と
い
う
配
事
が
大
昔
ξ
報
道
さ
れ
軒
、
こ
の
4
つに
職
噛

で
の
喫
醐
四
日
非
喫
聞
著
の
健
康
を
恥
射
す
の
は
、
点
岬
混
入
帽
慣曹

だ
と
し
て
九
月
二
十
台
ぱ
、
東
京
飯
田
帽
の
家
の
光
合
館
で
『
噛

輔
の
タ
パ
コ
公
曹
者
考
4
忍
也
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
れ九。
w
H

O
西
太
平
岸
地
区
レ
フ
ァ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
代
理
・閉山Z
立
が
ん
セ
ン
タ

ー
研
寄
霊
童
の
平
山
豊
富
、
軍
的
に
聖
職
場
建

に
つ
い
玄
岩
国
務
、
嗣
い
で
各
職
掛
な
訳
語
頭
務
省
、

酬
揮櫨

確
茅
塁
手
出
樟
家
安
需
代
表
・革
+
あ
霊
山
議
雲
口

「
た
ば
こ
需
H

岡
山
昇
喫
揮
暑
の
晴
利
擁護
に
つ
い
て
」
の
法
的
根
拠

を
中
心
に
し
た
特
別
報
告
張
r
F
あ
之
、

第 748号

十
八
離
の
少
年
!
女のヰ
み
干
昭
人
一
切
A
疋
ゲ
か
A
傾
い
で
は
な
い
と
一
れ
た
こ
と
ポ
訟
は
輔
っ
て
い
争
責
J

E
っ
て
い
る
と
下
、

m-嚢
レ
一
い
い
、
で
も
よ
ら
ん
在
事
は
い
や
否
が
、
革
委
奪
一
吾
雰
奪
え
、
あ
と

な
く
て
£
五
穿
予
と
か
ち
で
も
戸
、
未
来
が
な
い
。
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
一
言
た
な
い
。
章
、
差
別
、

陣
取

集
っ
て
/
る
と
、
平
安
」
し
て
い
る
。
一
に
な
完
い
と
い
う

0
4
八
丁
止
会
事
宗
主
が
賀
春

さ
不
幸
喜
で
女
た
ち
は
時
一
号
建
罪
に
墜
を
号
車
一
詰
、
臼
本
に
は
M

章
容
塞
慰
す

台
の
ま
啄
公
差
ベ
ン
チ
に
聖
は
な
い
。
「
俵
芸
り
に
樟
が
す
咽
所
一
る
風
土
L
H
A
F
が
あ
る
。
差

掛
院
で
待
っ
て
い
る
。
己
の
娘
が
自
一
を
票
作
っ
てや
っ
て
い
号
」
一
な
か
な
E
夏
、
相
互
ち
号
つ

本
人
に
モ
テ
モ
テ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
一
と
い
う
。

一

も
な
い
が
、
都
中
方
戸
占
持
動
制
ち

だ
と
い
う
少
女
は
工
ハ
壌
と
い
う
一

O
た
し
か
に
ひ
と
こ
円
の
安
正
一
れ
、
買
う
十
忽
識
の
車
鯨
も
な
い
と

が
、
小
頭
可
申
皐
&
+
く
ら
い
に
見
一
派
草
な
H
理
容
ツ
ア
l
H
は
、
女
性
一
い
う
風
朝
賀
せ
め
て
な
ん
と
か
し

え
莞
少
女
妄
頃
日
本
人
は

d
一
芸
¢

τン
ベ
i
話
、
問
題
に
さ
一
た
い
、

ρ
話
し
合
っ
た
ロ

ー
l

i
l
i
-
-
l
id
-た
伺
富
の
人
1向
、
ざ
っ
く
皆
兄

一甘
み
め
筆
の
望
者
に
な
っ
て
し

一
女

た

ち

よ

二
な
柳
谷
さ
ん
の
人
柄
に
ひ
か
れ
て
茸
っ
。

。
乙
れ
を
霊
Z
会
の

一

1
t

当
》

二
翌
日
台
h

重
喜
に
没
頭
し
た
り
」
H
車
シ
ス
テ
ム
H
と
い
品
孝

一
J
E
4
4
f
1

二

し
雪
メ
ほ
か
り
で
削
を
し
て
い
い

一ゑ
サ

一
世

界

を

変

え

二

の
か
わ
か
患
い
宮
、
議
た
主

事
務
佐
官
ほ
き
て
鋭
い

一
ょ

う

二

が
交
代
制
で
や
っ
て
い
る
の
で
忌
撃
事
を
ろ
繰
り
骨
量
れ
て

一

!

、

!

r

i

二

事
欝
に
待
っ
て
、

「何
#
お
手
伝
い
る
。
P
TA
全
高
包
忽
ち
に

一

あ
き
ら
の
会

・
編

一
一

一

一

4
4E
咽
1

0

4
2

1

単

一
一い
草
ば
い
い
の
宇
か
之
画

一翠
南
ハ
ガ
キ
奪
霊
」
空
」
し

「
ー
ー
ー
ド
t
i
l
-
-」
一
く
宍
安
仙
安
易
o
E
い
う
。要
す

一て
ハ
タ
と
妻
知
ち
ぬ
こ
と
に
居
間

己
れ
は
本
砥
の
正
月
用
座
談
会
↑る
に
、
離
も
何
を
レ
た
ら
い
い
か
わ

一づ
い
た
乙
包

の
門
ち
ゃ
ん
の
お
母

に
J

一年
つ
づ
け
て
出
で
き
っ
た
、
一
女
忘
い
の
で
あ
る
市
聞
い
た
も
の

一定
基
っ
て
お
り
、
P
T
A名
槽

神
南
嘆
睦
沢
市
曙
興
会
客
室
一世
号
、
つ
い
に
は
曇
る
め
主
自
一
も
夫
色
司
そ
ん
な
E
Z
捕
人

ん
量
議
題
で
君
。

一

分
で
隼
雰
担
'揺
砂
官
。
始
め
る
函
寧
官
改
め
て
考
え
る
も
箆
領
官
は

主
廼
何
と
風
草
り
で
慢
な
と
、
ぎ
を
こ
も
否
埋
か
り
。一

特
別
エ
ラ
ス
で
な
く
、
要
す
る
に

，返
事
だ
歪
J
O

市
民
運
動
の
中
か
ら
、
い
是
っ
た
彼
女
主
、
つ
い
に
自
分

一
，
醤
罪
な
の
弓
費
長
り
中

高

議

員

を

車

場

つ

、

と

い

う

と

と

か

ろ

敬

罪

奪

ま

つ

可

e

・e-
失
み

吉

選

ば

れ

益

事

は

、

情

名

皇

ん

な

が

白

分

自

君

主

」

し

で

が

亙
高
震
で
、
母
子
家
庭
の
一
時

平
成

銅

ん
ば
り
「
怠
閉
か
皇
界
へ
毒
げ

一塁

吉

宗

、

酎

害

口

o

u

--
記

員
合
霊
Z
ワ
ッ
」
宍
と

一
押
起
す
方
食
フ
ツ
室
+
婦

陽

は

挙

2
員

会

暴

言

さ

一aた
ち
。
際
塁
、
寝
聖
蓑
議
務

ご

場

選

て
芸
っ
%

量

、

車

産

事

費

震

な

っ

直

の

こ
安
「
事
務
長
時
つ

語
、
五
按
夫
曜
の
平
会
呂
、

ノ

¥

プバ

ん

づ
く
市
長
選
民
事
天
安
富

=2ほか
お
ズ
ッ
コ
ケ
霊

長

総

さ

を
つ
告
た
「
聖
書
通
宇

が
量
之
、

為
羽

本

会

委
主
歪
耳
」
喜
り
、
皇
、

思
寺
幸
司
王
丞
エ
ピ
ソ

h
け

4

M

富
由
、
民
判
八
命
四
重
色
の

ど
ん
な
P

葉

L雪
。

]
ド
が
並
ぶ
。
ジ
点
、
妥
ほ
い
て

-
J

1

対
立
候
繁
ほ
ね
の
け
、
韓
山
市
長

セ
プ
閣
は
、
ヲ
一
ラ
か
ら
飛
行
機
エ
を
し
ん
で
吉
話
騒
薯
に
仰
天
レ
回
避
を
か
ち
と
る
尿
動
力
と
な
っ

で
一
時
胆
血
宅
近
5
ろ
、
日
本
人
一

%
刀
強
く
、
そ
し
て
帽
領
命
慎

観
光
買
春
卒
ノ
1
で
有
名
に
な
っ
て
一

h
.
.
 
，

-

弘
沼
玖
/

【

な
杢
じ
あ
る
O
(

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
曹
関
・

一

!
!
!p;jL

い
る

2介と辛』》甲三」=ろ
o

宗
Uぷい富(葉由棄棄水水
一

』
明
吋
刃
N話4
F総
蹴
符
円
治
瀕

一

宗

8
円弓〉

浴
噛
号
)
が
あ
る
が
、
入
る
の
に
-有h
門ぢU

圃
.
闘

三
Jグ』
〉J帆帆
拶
ιト↑

i

」」凶吋、
t五“

一

i
|
!

a--E
L』型
g
rh

↑

、11
1
J
F

U
一
時
持
問
料

削
れ
れ
考
書
‘

zド
y

(

ほ宇」

つ
い
た
と
い
品
で
、
星
会
、
ぃ
一
台
品
川
か
ら

V
U
J
U
9

っ
ぱ
い
だ
っ
%
五
O
ベ
ソ
は
日
本
一

-
・
6
1

、，，
L帽

a君
F

安
」
ろ
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で

7
尺

菌

言

語

き

」

一ム
街
ト
元
理

5
5一
ン
?
と
E
本
へ
行
っ
て
い
る
一
宅

た

っ

言

E

Z

、

フ

-e専
を

掌

2
・
9

7

，移

行
わ
れ
た

「ア
ジ
ア
出
警
宅
自
三
来
年
七
月
公
開
場
合
主
事
て
で
出
来
よ
っ
た
き
言
、
一
と
い
主
婦
に
金
っ
匂
一
カ
月
三

7
リ
ピ
ン
で
は
至
。
襲
り
人
は

一

E

1

j

i

-

-

理
嘉一
巳
(
ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト
教
出

一
ナ
イ
ロ
ビ
合
踊
で
ア
ピ
ー
ル
す
吾
」
一
地
方
で
食T
え
な
い
人
が
出
で
恭
長
一
百
♂
(
米

C
の
摂
拘
で
行
三
魚
、
と
で
も
人
れ
な
い
の
芳

一

詩
詩
話
料
一下詑
q
h
引い諒
一悼
む
封
建
一
言
語
詩
一
の
一
暗
黙
忠
一

凄
ま
じ
い
差
別
の
歴
史

一
た
諒
一
総
数
れ

今
後
の
事
の
や
り
方
高
じ
あ
っ

一い

。

一

も

向

も

な

い

の

で

一
N

道
N

は

ζ
2一
き
っ
と
マ
千
一
ジ
ャ
ー
に
気
に
い
ら
一

一死
者
で
、
亡
国
匂
情
報
に
を
名
れ

た
(
九
月
二
十
七
尺
農
第
二
全
日
本
語
薦
人
暗
雲
で
は
ア
ろ
。
考
人
容
右
ま
で
汚
泥
に
竺
れ
た

C
5
2曽
ん
で
い
怒
、
一

寸
|
|
I
l
l
i
-
-
ー
ー
」
一
た
の
は
、
そ
ん
な
に
遣
い
首
で
は
な

館
弄
た
か
正
の
一
部
号

。

一

ジ
ア
φ
車
重
量
E
た
「
駆
け
一言

。
Z

R

。
文
章
迦
り
繁
一
五
島
支
言
J

あ
場
事
蘭
き
、

一

健

一

一

=官
、

r;・

一
一い
。襲

援

を

た

っ
て
句
人
々

と

昼

間

暴

言

章

一言

ン

タ

l
」
づく

z
g一号
i
水
道
号
、
水
一
毒
事
長
て
い
塁
で
T
一

M

1

7

一

病

人

哀

史

一
一言

語

k
、
毒
事
た
め

説
話
5
q
E
U読
む
許
諾
刊
誌
UM一引
間

志

位

諒

一

hm
W
5
7一
一

け

と
7

人
権

問

刊

誌

刊

つ
で
も
邑

zeぼ

噂機甥関知
園工説得人教育会館

当館では、利用者(個人またはグループ)
の各々の目的テーマにあった図暫園料から

関連する情報を収集し、あるし刈ま作成して、
その活用方法を学ぶ 「情報研轄プログラム」
を提供していますo

主な内容は、次のとおりです。
(J府間切依き貰料の作成と活用

情報図割室にある新聞を教尉として、各テ
?に関連する記事を探し出し、切り取り、

台紙に貼り、資料として作成します。さちに、
分類の仕方、活用の仕方専についても研惇し

ますo これは、新聞切按さ貰料の作局訪法押
を学習するとともに、新聞情報の特性を理解
し、 日常生活に拘ける新聞を続むという曹細
から情報として宙是正、という観点を身につける
研修でもあります。

情報研修プロクラム

みなさん、ご利用を

(2図書資料の傑し方と慣用

情報図曹室にある図画資料を教材として、
各々のテーマに関連する図画商料をどのよう
な手順で掠し出す由、その方法を学問します

さらに、探し出した図書資料について、要点

軍配をしたり、内奮を簡潔にまとめたりもし
ます。また、図書画料から樽た情報をもとに

グループ酎臓をすることもあります。

これちのプログラムの所要按寺聞は、 ニコ時間

~三時間程度ですo希望される時間によって
内容が書T'J;>変わってきますが、あらかじめと

相談いただければ各々の開人団体・グループ
の目的 ・テーマにあった内容のプログラムを
提供するととができますのでご利用くゼさ
し、。

理組先 ・国立閑人教育会曲情調lY'流線

〒355-02 埼玉県比企郡嵐山町大字酉
谷 728 帽 0493-62一日7I I 

福井県武生市

歌に人形劇に討論に
も子づれか30人楽しく騒ぐ

お

し
ら

せ

「
悼
ち
ゃ
ん
、
何
時
頃
帽
子
「
担
笠
兄
、
す
み
ま
せ
ん
で

く

る

か

な

」

し

さ

黙
阿
凸
笠
原
私
の
、
U
を
見
波
い
「
い
い
よ
、
い
い
よ
、
も
つ
」

た
ア
キ
が
ポ
ツ
リ
。

私
は
閏
分
で
も
向
を
い
っ
「
品

「
最
多
ト
な
る
か
な
あ
」
の
か
が
か
民
意
っ
詰
れ
ど
、

私
量
っ
て
い
ま
弓
友
人
と
に
か
く
担
ぎ
が
、
ζ

み
あ
げ

に
語
を
し
干
潅
へ
迎
E
円
っ
て
い
ま

kι
。
白
話
平
か
興
っ

て
も
吾
容
忍
、
y
習
し
去
が
。

た
安
手
意
以
狩
尚
い
っ
ぱ
い

自
分
予
仕
で
か
し
た
存
酌
の
責
任
に
広
が
る
l
|O

は
自
宅
長
岩
手
入
国
い
り
な
顔
色
な
か
っ
た
伸
ち
ゃ
ん
の
頗

皐
C
た
」
い
。
だ
か
ら
、
パ
ス
軒
降
り
て
に
や
っ
と
紅
が
さ
し
て
来
ま
し

葉
少
な
い
彼
女
の
痕
必
を
こ
の
曹
の
江
の
宰
ま
で
の
田
ん
ぼ
弓
ス
「
ア
を
聞
ん
高
ち
ゃ

ん
な
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

の
中
の
一
本
潜
が
、
ど
ん
な
に
暗
ん
ル
拡
ニ
人
に
な
旦
手
U
弓

伸
ち
ゃ
ん
安
当
の
気
持
重
宝
く
て
、
容
が
て
情
た
き
つ

「草
苧
~
人
は
惑
い
を

富
田
も
つ
か
め
な
か
っ
た
、
そ
ん
失
伸
ち
ゃ
ん
は
耐
え
夢
み
ほ
慢
、
『ゃ
っ
た
あ
』
っ
玄
き
患
の
も

な
親
と
し
ず
ゐ
参
思
し
事
伝
い
け
な
い
な
雪
。
慣
は
い
つ
交
の
い
い
な
り
で
、

自
分
の
思
う
通
り
「
ゃ
っ
た
あ
」

⑬ 

必北吊

z

金卑ぞ宅曹

F
-書骨
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d

I揮 3種郵便物館可

家
出
伸
ち
ゃ
ん
帰
る

眼
鏡
代
も
ち
東
京
へ

し
l
lお
ば
ち
ゃ
ん
、
叩
か
れ
に

「
伸
ち
ゃ
ん
、
コ
タ
ツ
で
唖
嗣
三
来
事
1
L
私
に
置
き

yt」風
邪
ひ
く
よ
。
ち
ゃ
ん
ま
手
紙
。一

体
、
伸
ち
ゃ
'
従
事

介
瓦
#
厳
い
て
寝
室
c
い
」
い
い
た
い
の
か
、
何
を
考
え
て
い

伸
ち
ゃ
ん
の
家
出
の
属
国
時
る
の
か
。
笹
川
印
公
疑
い
部
分
が

私
が
注
意
し
た
こ
の
こ
名
~
っ
た
私
に
は
わ
か
民
な
く
て
、

の
だ
る
っ
か
。

「
と
に
か
く
、
去
〈
本
人

い
や
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
か
ら
話
を
聞
い
て
あ
げ
て
下
さ

い
。
伸
ち
ゃ
ん
と
は
、
い
つ
会
」
い
」
各
天
平
代
さ
舎
の
電
話

家
安
門
干
の
申
書
H

だ
っ
苧
i。

を切

g
c弓

そ
の
朝
突
い
つ
長
引
伸
ち
ゃ
ん
次
官
、
定
さ
ん
な
宍

の
自
で

「旬
今
、
帰

2ru昇、
ね

「お
ば
定
、
眼
鏡
代
王
」
い
」
ま
さ
ま
で
持
っ
て
来
て
い
た
の

こ
わ
し
た
眼
績
が
早
め
目
で
き
よ
。
お
F
宵
ま
で
い
る
つ
も
り
だ

あ
が
る
か
宍
一
方
思
し
い
と

っ
た
の
司
そ
ん
な
己
主
習

い
い
在
九
そ
の
お
参
拝
押
つ
な
い
と
い
い
芋
ど
ん
。
い
ろ
い
ろ

た
伸
ち
ゃ
ん
は
学
校
へ
で
は
な
話
を
し
た
ん
だ
望
よ
か
な
か

く
、
商
者
渡
り
、
神
高
川
の
自
宅
・
。
布
父
草
ん
が
、

『出
で
来
た

に
向
っ
話
子
。

く
ち
い
だ
か
宍

2E震は
撫

|
|
お
は
苧
ん
に
叱
再
杭
た
か
な
の
だ
歪
ノ
O
R
っ
て
お
い
で
』

ち
帰
っ
て
来
た
l
l
と
朝
に
い
と
い
っ
た
会
場
雰
じ
な
い
官
品
開

全国婦人新聞阻和 59年 10月 10日 (*8謹白 〉(3) 

土
井
た
か
手
代
練
工
(右
)の部
嬰
議
駁
する
を
かり
)高

喜

久
苦
へ

語

障

壁

え

力
l
タ
l
撃
え

昆
力
で
ぶ
を
伝
す
夫
費
の
選
別
で
上
〈
尋
堕
ん
ち
宇
九

成
長
し
た
姿
に
涙
童
夢
レ
軒
、
お
母
芦
応
、
あ
な
た
の
寅
持
を

「
お
父
亨
ん
に
戻
つ
ず
と
亭
よ

第
一
に
考
え
干
名
し
，

」

う
に
い
わ
れ
た
で
し
ょ
う
?
」
伸
ち
ゃ
ん
と
い
つ
か
は
離
れ
な

「

?

ん

」

く

f

A

は

安

定

い

こ

ι実
私
は

わ
っ
て
警
紅
、

私
自
襲
撃
か
っ
語
、
耐
え
自
分
の
気
持
で
、
自
分
の
要
遁

「伸
ち
ゃ
ん
、
お
事
ん
は
も
自
分
に
い
い
聞
か
せ
て
い
ま
し

て
需
な
け
れ
ば
い
り
な
い
だ
ろ
り
に
耳
し
き
と
な
い
ん
咋
う
何
も
い
わ
な
い
よ
。
伸
ち
ゃ
ん
匂
伸
ち
ゃ
ん
は
眼
努
ほ
ず
同

吹
雪
の
夜
に
帰
っ
た

う
。私
り
M
揺
れ
て
い
き
弓
だ
な
口
一度
、
や
っ
て
み
た
か
っ

は
孟
閥
、
露
戦
、
よ
く
事
つ
ま
画
室
」
す
り
な
密
口
、
大
人

窓
禁
見
苧
と
風
が
出
て
来
ま
「
う
わ
っ
1
」

↑ゐ
」

弓
畑
や
田
ん
ぼ
も
や
っ
た

k

立
ι
い
い
方
で

し
hι
。
情
た
い
吹
司
の
京
と
よ
り
習
室
内
供
裂
す
起

「菅つ
。
思
い
き
っ
玉
っ
て
力
仕
事
も
押
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
く
ち

「オ

事

長

曹

三

苦

手

U

弓

の

甫

宍

伸

ち

ゃ

ん

の

両

の

辛

か

『ゃ
っ
たあ
』
っ
て
間
持
な
の
か
や
で
き
な
い
E
H
み
ん
な
や
つ
ん
」

ア
キ
と
二
人
で
ず
食
安
民
放
は
ね
キ
|
'

ー。
伸
ち
ゃ
ん
、
よ
か
っ
た
じ
ゃ
な
玄
れ
%
あ
な
存
準
決
縁
験

「り」

が
ら
、
伸
ち
ゃ
ん
が
、
巨
ん
な
思
「
伸
ち
ゃ
ん
お
帰
り
1
」

い

の

」

し

た

と

要

Jo
だ
か
宍
仲
ち
ゃ
「
醐庭
亮
山
相
手
選
会

ιαと

い
辛
抱
い
て
、
荒
れ
た
日
書
を
ア
キ
主
主
声
で
、
に
己
に
で
?
と
ん
が
帰
り
た
り
れ
ば
帽
り
な
さ
私
の
頬
に
理
事
ど
な
く

を
ず
と
る
の

gr金
主

題

Z

T

パ

友
だ
ち
を
選
ん
だ
よ

い
。
童
話
止
め
な
い
売
開
れ
E
匂
ク
リ
ス
マ
ス
主

つ
い
つ
い
言
葉
少
な
に
な
盟
F
U
「
拍
帰
り
!
惜
た
カ
っ
九
り
さ
自
分
の
心
に
素
直
に
な
っ
て
自
分
い
映
胃
の
夜
の
こ
と
で
し
九

有

実

ス

「

プ

に

あ

た

っ
て
」
し
か
し
私
接
心
に
ふ
れ
て
い
高
め
苦
い
匂
お
父
苧
ん
も

性
産
業
に
数
万
人
が
売
ら
れ
た

ク
輸
入
業
者
ψ

を
取
締
れ

ニューメディアテレビ

圏
一一r
…

m山
崎
山
湖一何

百

w
u
u
』創
刊明
日
£

耳

川
川
川
川
川
山

附
心
判
下
山

S

，

戸

r
u
u
U山
』

判

剛

打
、

制

F』
F

m
m
b

一一…一一
副

-
m
v怒

川
…

r
M
as

1・・・，司、，.，‘ ιご同・" ・-，、，コ

ビデオやビデオディスク.文字多重放送.パ‘ノコン、そして衛星触送

アルファ2000りまわりは、今、いろんなニューメディアがH白おし。ケン太郎さんの京でむ.

みんなテレビのIi;jにくさづ:1。ほんと、殺しみい「ばいアルファ、なのです。

部分染tこ便利
パオンSPは縫いやすい粉末タイプ

・小分りして使用できます

・コンヂィショニング成分が配合されτいます ‘ 
・染液のタνが少な〈ニオイもあ三り宣1じなりtぜん

・同性がお使川二なっても自黙な7-0カらファッショ

ナプルな4-0;1"('5色揃っています

部骨染にとても便利です

. ~ ，;1;染めてL必方f新しい髭がのびて目立ちはじ

めた部分を染めるのじピッタリの置いやすさfす

¥ 
--~雫認

へアカラーは「使用上の注憲J.よ〈観んで正し〈お使い〈ださい

おしゃれな毛染しらが用

1 

二:き~)、ヒ

小さいけれどしっかりと

化粧品をお{車工、になる時は、説明書 い 、っしょlこ

注意表示 もぜひお読 みくださ丸、

化粧品は肌に直接つけるものです力・ら、 資生堂

では安全性 に制 ，じの注意をはらってつ〈っち 、ますL

しかし、$くのお客さまの中には、肌の性質やその

日の状態によって、時には肌に合わないこともあ

ります。そのような時のために、資 生堂では、容器、

箱 、説明書 、パンフレットなどl二、 L、みL、ろな形で

次のような注意表示を記してあります。

ro備やUれもの湿しんカぶれただれ 色旗異常令ど拘置
老夫がある1M'"にはあf曹、、にならはいで〈ださ、、
。化粧品が釘凪に合わ伝いと @C ;t ~ご使用ぞおやめ〈ださい.
①槽周中、旅み<>れかゆみーしげさ伝ど四興常がめらわ
れたa・合 f 

o僧期したお飢に直樹目先があたヲてよ配的ょう信興常が
あらわれた喝台
。ぞのまま化.....掴由使用-?O:lt，.すと症拭を感化させるこ
とがあります町でm.i制噂門医、またU賞金堂化経d誌の売
伽お近竺竺主竺泊費者岨踊窓口にと竺竺竺仇 」

⑮資生堂|広報室|

岡
¥
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@人で、スプリッYァl
(ユーゴスラビア)

マ
ン
へ
の
道
を
開
く
か
|
|
。

デ
パ
ー
ト
に
は
、
リ
ク
ル
ー
ト
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
ぜ
り

れ
、
夏
か
主
同
れ
行
き
は
好
謂
と
か
。

今

第

新
U
い
傾
向
は
、
護
感
の

中
に
も
、
少
々
女
ら
し
さ
の
感
じ
ろ

れ
る
装
い
で
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
エ
デ
ィ
タ
l
の
愛

着
る
人
を
清
潔
に
見
せ
る
ん
で
す

ね
。
今
の
若
い
人
は
、
賢
い
か
九
就

職
試
験
の
何
回
閣
か
は
、
そ
の
他
多

勢
の
一
人
と
し
ず
み
議
戸

ν£
コ
戸
考

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
し
ち
。
ふ

だ
ん
は
、
と
て
も
個
性
的
な
お
し
ゃ

れ
が
与
ヂ
で
す
も
の
ね
」

ζ
言
っ
て

い
ま
す
。

リ
ク
ル
ー
ト
ル
ッ
ク
に
も

自
分
ら
し
さ
素
直
に

甲
照
圭
c
ん
は
、
リ
ク
ル
ー
ト
ル
ッ

ク
の
学
生
に
、
個
人
的
に
は
共
感
で

き
な
い
と
思

2
2つ
の
一
人
。

「
し
か
し
、
あ
の
ス
タ
イ
ル
は
、

愛
甲
さ
ん
は
、
就
職
試
験
で
あ
っ

て
も
、
服
に
着
ら
れ
る
の
で
は
ヲ
¥

自
分
ら
し
く
振
舞
-
え
る
ス
タ
イ
ル
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
自
分
に
不
慣
れ

く

的

る

康
明
健

+Av

a

 

均
ノ

J
A
f
 

な
格
好
だ

ζ
警
看
か
な
い
も
の

で
す
。働
く
女
性
の
先
躍
の
一
人
は
「
何

よ
り
も
生
き
生
き
し
た
表
情
が
大

切
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。

「
ヂ
チ
ュ
ラ
ル
な
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ

で
肌
品
事
調
る
く
、
健
康
的
な
印
象

を
。
特
に
注
意
し
た
い
の
は
髪
む
毛

の
鞄
艶
の
あ
る
手
入
れ
の
室
c
届

い
た
髭
は
、
若
さ
と
清
潔
感
の
象
徴
。

人
が
ら
も
し
の
ば
れ
る
」
と
い
う
も

の
で
す
。
「
叫
鞍
試
験
問
い
わ
ば
お
見
合

い
の
・
さ
つ
ま
も
の
。
空
宇
£
荘
の

社
風
変
弓
っ
か
合
わ
な
い
か
が
試
験

官
は
見
て
い
主
宰
d

」
(
資
牛
萱
・
人

事
部
・
岩
瀬
慶
還
さ
ん
)

つ
ま
り
「
自
分
ら
し
古
湊
素
直
に

表
現
す
る
と
と
」
と
い
う
。

試
験
官
が
見
て
い
る
の
は
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
受
験
生
の
受

け
答
司
え
や
立
窟
掻
笥
同
じ
話
で
も
、

入
計
試
験
問
題
集
の
答
-
え
を
丸
暗
記

レ
た
も
の
か
、
自
分
の
と
h
ほ
で
語

っ
た
も
の
か
、
す
ぐ
に
わ
か
る
と
か
。

「
就
職
試
験
の
テ
ク
-
に
ク
が
昌
見

え
る
よ
り
も
、
自
分
の
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
、
欠
時
や
り
た
い
乙
戸
を

じ
っ
く
り
考
-
ぇ
、
ぶ
つ
か
っ
て
一み
る

こ
介
添
大
事
」
な
の
で
す
。

白
雲
誇
っ
て
震
に
臨
安
芭

よ、つ。

(資錨
穣

資
牛恵且
)

安寿ノ、来斤匹胃国ぎを(第 3種郵可更物認可j

に
黒
一
層
海
青
木
繁
、
坂
義
二

一
郎
。
大
正
に
入
っ
て
岸
田
劉
生
、
国

一
吉
康
雄
。
昭
和
の
林
武
、
安
井
曽
太

一
郎
、
梅
原
紘
一
二
時
言
り
に
抽
象
一
幽

一
ま
で
、
代
表
的
住
家
¥
十
三
人
、
百

東
京
富
士
美
術
館
で

一

-

一
十
四
点
が
展
単
さ
れ
て
い
る
。
入
場

裏
尽
富
士
美
補
館
(
八
王
圭
巾
谷
野
一
料
大
人
台
司
大
学
・
票
差
六

町
四
九
千
一
)
で
は
、
開
館
一
周
一
百
司
小
・
中
学
生
一
言
円
。
(
十

年
を
記
念
し
て
、
十
一
月
二
十
五
日
一
月
一
干
九
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
は

ま
で
「
近
代
日
本
洋
画
の
二
円
む
年
」
一
休
館
)

特
別
展
を
開
い
て
い
る
。
こ
れ
は
江
一

戸
時
代
議
か
ら
現
代
に
至
霊
で
一

の
展
覧
会
で
、
江
戸
時
代
の
平
賀
源
一

内
、
司
馬
江
漢
か
ら
、
明
治
初
期
一

の
高
橋
由
一
、
五
姓
田
義
松
。
さ
ら
一

近
代
日
本
洋
画

のニ
O
O年
展

tト
'

~
ン
モ

ゼ
~
レ
モ

プ

ドト

』

ツ
ク

H
ノ

、/

ライオン株式会社心…

製造販売サンドJ一揖式全社
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